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「防災と心のケア」の授業において富島保育所と富島小学生の子供たちと一緒に、「はるかのひまわり」

の定植作業を行いました。 

「はるかのひまわり」とは、ＮＰＯ法人「１．１７希望の灯り」が行っている活動で、概略は以下の通

りです。 

  「はるかのひまわり」を育てることにより、子供たちが地元富島地区でも 26名の尊い命と町を失っ

た阪神淡路大震災を知り、あの震災を語り継ぐことができると考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校の生徒達が見本を見せながら定植すると、最初はぎこちなかった子供たちの手つきもだんだん速

くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏のような日差しの中 300 本近くの苗をプランターと花壇に植えました。ヒマワリは社会研究部員で

世話をし、7月ごろに花を咲かせる予定です。 

 

  

  

1995年夏、神戸市東灘区の空き地に向日葵が咲きました。そこには、阪神淡路大震災で天国に旅

立った小学校 6 年生のはるかちゃんが住んでいた家がありました。隣の家で飼っていたオウムの

エサのヒマワリが、芽を出して花を咲かせたのです。ご近所の人たちが、そのヒマワリを「はる

かちゃんのひまわり」とはるかちゃんの供養と震災の生き証人としてのヒマワリを育て語り継ぐ

ことにしました。 



生徒の感想より 

 

 あの暑い日差しの中、子供達は「暑い」

と一言も言わずに楽しそうに作業をして

くれました。皆の思いがはるかちゃんに届

くといいなと思います。 

 

はるかちゃんは小学 6 年生の時に命を落と

してしまって、自分達よりも若い年齢で亡くな

ってしまったと思うとすごく可哀想で、恐ろし

いと思いました。 

 

昨年つくった「地震がおきたら」のＤＶＤ

を私たちでもっと改善したいと思いました。

保育園や小学生の皆も、気持ちを込めて優し

く定植してくれて嬉しかったです。 

 

今回はテレビ局や新聞記者の方が取材に来

ていて、少し緊張もしたけど、そういうメデ

ィアを通して多くの人に知ってもらえたらと

思います。 

 

 

 

 

 

あの暑い日差しの中、子供達は「暑い」なん

て一言も言わずに楽しそうに作業をしてくれ

ました。皆の思いがはるかちゃんに届くといい

なと思います。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

はるかちゃんのお姉さんも来てくれて、やは

り震災はひどいこともあるけど、このように人

との繋がりが生まれることはすばらしいこと

だと思いました。 

 

 


